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別添４ 標準測定分析法 
物質名：オルト－フェニレンジアミン 
 化学式：C6H8N2 分子量：108.14 CAS№：95-54-5 
許容濃度等：ACGIH TLV－TWA：0.1 mg/m3 

OSHA： 未設定 
日本産業衛生学会： 0.1 mg/m3 

物性等 
沸 点：256-258℃ 
融 点：103-104℃ 
蒸気圧：1.3 Pa(20℃) 
形 状：茶から黄色の固体 

別名     o-ジアミノベンゼン、1,2-ベンゼンジアミン 
サンプリング 分析 

サンプラ：マイクロインピンジャー 
（柴田科学㈱製） 

サンプリング流量：1.0 L/min 
サンプリング時間：4 時間（240 L）要遮蔽 
保存性：サンプリング後、速やかに捕集液を回収し、

密閉容器（褐色）に封入して冷蔵保存する。

添加量 0.05 μg、0.50 μg、50.4 μg において

冷蔵（4℃）で 7 日間は安定。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ法 
捕集溶液：0.2％亜硫酸水素ナトリウム  / 0.2％

EDTA※1） 
※1)硫酸水素ナトリウム 2.0 g、エチレンジアミン四

酢酸二ナトリウム 2.214 g を純水で溶解し、全量

1000 mL に定容する。 
標準溶液：o-フェニレンジアミンを捕集溶液で溶解す

る。 
分析条件 

機器：Chromaste 
（㈱日立ハイテクサイエンス製） 

カラム：LaChromⅡC18 
(4.6mmI.D.,×250mmL,5μm)、P/N 889-0912（株

式会社日立ハイテクノロジーズ製） 
カラム温度：35℃ 
移動相：50mM Na2HPO4(pH7.0)※2) 

 / CH3CN = 95 / 5 
※2)リン酸水素二ナトリウム（無水）7.10 g を純水

で溶解し 20％リン酸水溶液 4 mL を添加。純

水で全量 1 L に定容。 
流速：1.0 mL/min 
検出器：UV240 nm 
試料注入量：50 μL 

 
検量線：0.005～100 μg/mL の範囲で直線性が得られ

ている。 
定量法：絶対検量線法 

精度 
回収率；添加量 0.05 μg の場合 93.0％ 
(4 時間) 0.50 μg の場合 95.1％ 
 5.04 μg の場合 94.2％ 
定量下限（10 SD） 

0.0030 μg/mL  
0.000123 mg/m3 （採気量；240 L） 

検出下限（3 SD） 
0.0009 μg/mL  
0.000038 mg/m3 （採気量；240 L） 

 
 

適用：個人ばく露濃度測定、作業環境測定 
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